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 あきる野市商工振興課の職員である田中さやかさんが、５月１０日（木）～１３日（日）

にモンゴルのウランバートルで行われた第９回アジアテコンドー選手権大会に出場し、 

マッソギ（組手）の部で、見事銅メダルを獲得しました。 

 

 

 

    第９回アジアテコンドー選手権大会で 

   あきる野市職員の田中さやかさんが 

見事、銅メダル獲得！ 
 

問合せ先 あきる野市企画政策部市長公室 

課長：山田 担当：小峰、品川 

     電話：０４２－５５８－１１１１ 

ＦＡＸ：０４２－５５８－１１１３ 

※赤いグローブが田中さやかさん 

○個人成績：マッソギ(組手) 女子-57kg 第 3 位  

○テコンドー競技とは 

 テコンドーの競技には、トゥル（型）、マッソギ(組手）、パワーブレイキング（威力）、スペシ

ャルテクニック（特技）の 4つがあります。2001年の全日本大会より、型、組手、威力、特技の

全 4競技が行われるようになりました。競技の全てはポイント制です。また団体戦は 6名 1チー

ムで構成されうち 5名が試合に出場します。 

・マッソギ（組手） 

 日本では体重の軽い順から、マイクロ級（47kg 未満）、スーパーマイクロ級(47～52kg 未満）

ライト級（52～57kg 未満）、ミドル級（57～63kg 未満）の 4 つの階級に分かれて試合が行われ

ています。マッソギの競技は、急所の 2 センチ以内に攻撃を決めるポイント制が用いられていま

す。これは、テコンドーのマッソギ競技の目的が相手を倒すことではなく、より正確な技を競う

ことにあるからです。 


